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第
三
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

年
中
行
事
と
長
崎
町
屋

村
田　

明
久

　
『
長
崎
歳
時
記
』（
野
口
文

龍
、寛
政
九
年
）と
川
原
慶
賀
の

絵
か
ら
、江
戸
期
の
年
中
行
事

に
お
け
る
長
崎
町
屋
の
使
わ
れ

方
に
つ
い
て
表
に
ま
と
め
た
。

慶
賀
の
絵
は
同
テ
ー
マ
で
複
数

枚
あ
り
注
意
が
要
る
。
行
事

月
日
は
旧
暦
で
表
示
し
た
。

　

町
屋
は
日
常
生
活
の
場
だ

け
で
な
く
、
年
中
行
事
の
場

で
も
あ
っ
た
。

　

一
年
を
通
し
て
み
る
と
、

町
屋
の
ど
の
部
屋
も
使
わ

れ
、
建
物
の
表
口
や
町
筋
、

内
庭
ま
で
関
係
し
た
（
表
を

参
照
）。
町
屋
は
長
崎
の
伝

統
的
建
築
と
言
え
る
。
江
戸

期
の
通
り
筋
で
は
、
祭
礼
見

物
の
た
め
建
て
方
が
工
夫
さ

れ
、
一
般
的
に
一
階
、
二
階
、

囲
塀
ま
で
町
屋
の
格
子
戸
が

外
せ
る
よ
う
造
ら
れ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
年
末
年
始
の

行
事
を
と
り
あ
げ
、
町
屋
の

使
わ
れ
方
を
み
て
み
る
。
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一
二
月
二
二
日
～
二
八
日
・

餅
つ
き

　

正
月
準
備
の
た
め
、
町
屋

や
遊
女
屋
で
は
、
土
間
で
餅

を
つ
き
、
台
所
で
餅
が
練
ら

れ
た
（
以
下
、
図
１
）。

　

遊
女
屋
で
は
、
土
間
で
使

用
人
が
餅
を
つ
き
、
そ
れ
に

接
す
る
台
所
や
広
間
で
、
遊

女
が
総
出
で
餅
を
練
っ
た
。

　

町
屋
で
は
、
土
間
に
あ
る

竈
で
米
を
蒸
し
、
臼
と
杵
で

餅
を
つ
き
、
つ
い
た
餅
を
台

所
で
練
る
。
こ
の
竈
の
上
に

後
で
示
す
三
つ
重
ね
の
大
鏡

餅
イ
を
飾
っ
た
。

【 表 】年中行事と町屋の使われ方
（野口文龍『長崎歳時記』、川原慶賀の絵より作成）

旧　暦 行　事 通筋 町筋 表口 一　階 二階 内庭
12/22～28 餅つき、柱餅 土間 台所

12/28～
１/６

門松、正月飾り、
年始挨拶 表口 土間 見世 仏間 座敷

１/１ 神棚、
恵方棚等に燈火 土間 中間 仏間 座敷

１/３～９ 踏絵  土間 中間
立春の前日 節分 土間 各間 仏間 座敷
３/１～３ 雛飾り 座敷
５/１～５ 端午の節句 表口 2 階
７/６夜 七夕 表口 2 階

７/13～16 精霊飾り、門燈籠 表口 仏間

９/１夜 庭おろし 表口 座敷

９/９、11 くんち前日、
後日 表口 見世 2 階

【図１】町屋における餅つき（Ａ）、年始挨拶（Ｂ）、踏絵（Ｃ）

中の間 見世の間
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西国巡礼出立『長崎名勝図絵』

長
崎
ら
し
い
行
事

　

長
崎
の
行
事
で
も
っ
と
も

異
彩
を
放
つ
の
が
、
唐
人
屋

敷
と
出
島
、
外
国
人
の
行
事

で
あ
ろ
う
。
唐
人
に
つ
い
て

は
『
清
俗
紀
聞
』
に
見
る
よ

う
に
、
日
本
と
共
通
し
た
行

事
が
多
く
、
そ
の
ま
ま
伝

わ
っ
た
り
、
形
や
主
旨
を
変

え
た
り
し
て
長
崎
の
行
事
や

風
習
と
し
て
定
着
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
人
の
行
事
に
つ

い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
冬
至
、オ
ラ

ン
ダ
正
月
な
ど
と
呼
び
、太
陽

暦
を
も
と
に
し
た
オ
ラ
ン
ダ

人
の
生
活
の
中
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
許
容
し
、意
識
の
高
い

通
詞
や
学
者
が
模
倣
す
る
こ

と
で
、学
問
に
寄
り
そ
う
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
広
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
暦
に
沿
っ
た

長
崎
の
年
中
行
事
は
自
然
の

摂
理
や
海
外
交
流
の
中
で
定

着
し
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　

つ
い
た
餅
で
大
黒
柱
に
宝

袋
を
か
け
る
長
崎
独
特
の

「
柱
餅
」
が
慶
賀
の
絵
に
見

え
る
。
町
屋
の
大
黒
柱
は
、

土
間
と
台
所
の
境
の
よ
う
な

平
入
り
屋
根
を
二
分
す
る
と

こ
ろ
に
位
置
し
た
。
ま
た
台

所
に
、
餅
を
焼
く
囲
炉
裏
が

描
か
れ
、
当
時
、
火
種
は
コ

ン
パ
ク
ト
に
移
動
さ
せ
煮
炊

き
で
き
た
。

　

そ
し
て
、
神
棚
、
荒
神
棚
、

恵
方
棚
、
仏
前
、
そ
の
他
座

敷
な
ど
に
鏡
餅
を
供
え
た
。

　

鏡
餅
は
上
に
昆
布
、
橙
等

を
置
く
。
と
り
わ
け
荒
神
棚

の
大
鏡
は
家
々
す
べ
て
三
つ

重
ね
と
し
、
上
に
海
老
、
橙
、

昆
布
、
串
柿
、
包
米
、
塩
、

下
に
杠
葉
、
裏
白
を
敷
く
。

一
二
月
二
八
日
二
九
日
・

門
松
の
準
備

　

一
二
月
二
八
日
二
九
日
の

間
、
家
々
は
松
を
立
て
、
入

口
前
や
屋
敷
前
に
門
松
ロ
を

飾
る
。
役
人
宅
が
多
い
。

　

屋
敷
地
の
家
主
は
、
門
前

で
正
月
準
備
の
た
め
門
松
、

飾
り
の
品
々
を
買
い
入
れ

る
。
門
松
は
薪
を
束
ね
て
根

を
堅
め
、葉
笹
で
牆
（
か
き
）

を
結
う
。
又
は
萩
を
そ
ろ
え

て
根
を
囲
み
、左
右
に
籬（
ま

が
き
）
を
し
て
玄
関
入
口
を

と
と
の
え
る
。

一
月
元
旦
・
年
始
挨
拶

　

役
人
宅
の
町
屋
に
お
け
る

年
始
挨
拶
は
、入
口
か
ら
土
間

に
入
る
と
最
初
に
あ
る
見
世
の

間
で
行
う
。
武
家
造
り
の
町

屋
で
は
、さ
ら
に
式
台
が
つ
く
。

　

見
世
の
間
の
広
さ
は
、
六

畳
か
ら
八
畳
程
度
。
明
る
い

格
子
窓
の
側
に
正
月
飾
り
ハ

を
立
て
、
背
後
の
区
切
り
を

詩
歌
の
書
の
屏
風
で
し
つ
ら

え
、
上
下
（
か
み
し
も
）
姿

の
来
客
①
の
挨
拶
伺
い
を
在

宅
の
奥
方
②
が
対
応
す
る
。

家
人
が
茶
な
ど
を
隣
接
す
る

中
の
間
か
ら
出
入
り
し
て
差

入
れ
る
。
来
客
の
従
者
は
土

間
に
控
え
る
（
図
２
）。

【
図
２
】
川
原
慶
賀
「
正
月
図
」

長崎歴史文化博物館収蔵

一
月
三
日
～
八
日
・
踏
絵

　

踏
絵
は
、一
町
毎
に
各
家
々

を
廻
っ
た
。
踏
絵
の
様
子
を

示
す
慶
賀
の
絵
に
は
、似
た

構
図
の
も
の
が
複
数
枚
あ
る
。

人
物
は
原
田
博
二
氏
の
教
示

を
い
た
だ
い
た
。

　

正
月
飾
り
ニ
が
見
え
、
乙

名
と
家
族
の
交
差
し
た
と
こ

ろ
に
鏡
餅
が
置
か
れ
て
い

る
。
台
所
で
な
い
の
に
、
手

前
土
間
に
三
段
大
鏡
餅
の
竈

が
あ
る
の
は
創
作
で
、
左
室

に
三
段
大
鏡
餅
を
据
え
た
図

が
正
し
い
。
こ
れ
ら
か
ら
、

左
が
台
所
、
右
が
見
世
の
間

で
あ
る
の
で
、
踏
絵
の
メ
イ

ン
は
中
の
間
と
わ
か
る
。

　

中
の
間
の
広
さ
は
、
一
○

畳
か
ら
一
二
畳
。
絵
踏
み
す

る
家
主
の
足
下
の
踏
絵
③
を

中
に
し
て
、
上
下
姿
の
乙
名

④
を
上
座
に
、
組
頭
⑤
⑥
、

日
行
使
⑦
が
片
方
に
並
び
、

絵
踏
確
認
の
上
、
日
行
使
が

踏
絵
帳
の
名
前
に
押
印
し

た
。
そ
の
対
面
の
見
世
の
間

に
家
族
三
人
⑧
が
衝
立
を
背

に
し
て
踏
絵
の
順
を
待
つ
。

扇
子
を
持
っ
た
隠
居
⑨
が
こ

れ
に
続
き
、
中
の
間
の
上
り

框
の
隅
に
い
る
。
な
お
、
借

家
人
た
ち
の
踏
絵
は
、
借
家

人
惣
代
も
加
わ
り
家
主
の
所

で
同
様
に
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
年
末
年
始
の
行
事

を
見
る
と
、
短
期
に
行
事
が

集
中
し
が
ち
だ
が
、
町
屋
の

中
で
は
整
然
と
場
所
が
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
飾
り

を
立
て
、
各
行
事
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
四
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

暦
と
長
崎
の
年
中
行
事

赤
瀬　
　

浩

年
中
行
事

　

年
中
行
事
と
は
季
節
に
合

わ
せ
た
主
題
の
も
と
同
じ
月

日
が
巡
っ
て
く
る
た
び
に
繰

り
返
さ
れ
る
行
事
の
こ
と
。

長
年
の
間
に
形
成
・
改
変
さ

れ
、
土
地
ご
と
の
社
会
、
組

織
、
信
仰
、
生
活
の
リ
ズ
ム

等
を
反
映
し
保
持
さ
れ
て
き

た
。
年
中
行
事
に
欠
か
せ
な

い
も
の
が
季
節
や
暦
日
を
示

す
「
暦
」
な
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
若
干
の
考
察

を
加
え
て
暦
の
種
類
や
特
徴

等
と
長
崎
の
年
中
行
事
と
の

関
連
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

「
暦
」
と
は

　

暦
は
月
や
太
陽
の
変
化

を
も
と
に
作
成
さ
れ
る
も
の

で
、
日
を
集
め
て
月
に
、
月

を
集
め
て
一
年
に
編
成
し
た

も
の
。
大
昔
か
ら
月
日
を
決

め
な
い
と
約
束
も
契
約
も

で
き
な
い
と
い
う
生
活
上
の

必
要
か
ら
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
、暦
の
語
源
を「
月（
つ
く
）

読
み
」に
倣
い「
日（
か
）読

み
」に
求
め
る
場
合
も
あ
る
。

　

時
を
司
る
と
い
う
大
切
な

権
限
は
古
代
天
子
や
天
皇
と

い
う
絶
対
権
力
者
に
し
か
な

く
、
官
暦
と
し
て
定
め
ら
れ

た
こ
と
に
発
す
る
。
日
本
の

年
中
行
事
も
権
力
者
の
掌
握

す
る
暦
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
。
明
治
初
め
ま
で
使
わ
れ

た
旧
暦
「
太
陰
太
陽
暦
」
は

「
伊
勢
暦
」
等
の
権
威
あ
る

神
社
発
行
の
も
の
が
御
師
な

ど
に
よ
っ
て
全
国
に
流
布
さ

れ
庶
民
に
ま
で
広
ま
っ
た
。

　

こ
の
旧
暦
が
今
日
の
行
事

の
も
と
。
現
行
の
行
事
と
本

来
の
季
節
感
が
ず
れ
た
の
は

暦
が
太
陽
暦
に
変
わ
っ
た
時

か
ら
で
あ
る
。

旧
暦
か
ら
新
暦
へ

　

月
齢
二
九
・
五
日
の
ま
ま
で

は
イ
ス
ラ
ム
暦
の
よ
う
に
季

節
に
ず
れ
が
生
じ
、真
夏
に

正
月
が
来
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
全
く
農
作
業
に
役

立
た
な
く
な
る
の
で
、二
十
四

節
気
を
導
入
し
、閏
月
を
挿

入
す
る
こ
と
で
、季
節
の
変

化
と
行
事
の
整
合
性
を
と
る

よ
う
に
工
夫
し
た
の
が
旧
暦

の
特
徴
。
年
中
行
事
の
祭
り

で
は
特
に
農
作
業
と
関
連
し

た
も
の
が
多
く
、太
陽
暦
に

移
行
し
た
後
で
も
大
き
な
季

節
感
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

旧
暦
と
長
崎
の
行
事

　

し
か
し
、
長
崎
の
年
中
行
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事
で
は
微
妙
に
季
節
感
が
ず

れ
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば

盆
の「
精
霊
流
し
」。
旧
暦
で

は
七
月
一
五
日
、
新
暦
で
は

八
月
一
五
日
。
月
を
ず
ら
す

こ
と
で
大
ま
か
な
季
節
感
は

調
整
で
き
る
が
、
旧
暦
で
の

七
月
は
秋
。
精
霊
流
し
は
秋

の
行
事
で
あ
っ
た
も
の
が
、

夏
休
み
の
真
ん
中
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
同
様
に
正
月
は

春
の
行
事
が
冬
に
、「
ペ
ー

ロ
ン
」は
夏
の
行
事
で
あ
っ

た
も
の
が
春
に
、「
七
夕
」

も
秋
の
盆
に
連
な
る
行
事
で

あ
っ
た
も
の
が
梅
雨
に
と
、

本
来
の
季
節
と
行
事
の
関
連

の
意
味
が
変
わ
っ
て
い
る
。精霊船流し『古今集覧名勝図絵』

　

ま
た
、「
盆
」
に
関
し
て

い
え
ば
夜
間
の
行
事
で
あ
る

た
め
、
本
来
の
意
味
と
の
ず

れ
を
大
き
く
感
じ
る
。
盆
の

七
月
一
五
日
は
十
五
夜
の
満

月
。
月
明
か
り
を
照
明
に

し
て
、
提
灯
の
灯
り
と
あ
わ

せ
た
灯
り
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

が
本
来
の
精
霊
流
し
で
あ
っ

た
。
月
明
か
り
の
下
で
の
盆

踊
り
、
月
と
提
灯
に
照
ら

さ
れ
た
墓
参
な
ど
電
気
の
な

か
っ
た
時
代
は
月
明
か
り
を

借
り
て
、
そ
の
淡
い
光
の
中

で
、先
祖
と
と
も
に
過
ご
し
、

送
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

が
盆
の
季
節
感
で
あ
っ
た
。

　

繊
細
な
季
節
感
の
中
に

は
、夜
間
の
月
の
輝
き
が
大

き
な
要
素
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

月
と
行
事

　

盆
の
七
月
一
五
日
は
中
元

の
日
と
も
呼
ば
れ
る
。
贈
り

物
が
行
き
交
う
お
中
元
の
語

源
。
も
と
も
と
上
元
、中
元
、

下
元
と
い
う
暦
に
の
っ
と
っ

た
暦
日
は
、中
国
大
陸
発
祥
。

　

古
来
か
ら
月
を
あ
が
め
る

風
習
の
土
台
に
上
元
、中
元
、

下
元
と
い
う
暦
日
が
伝
わ
っ

た
。
上
元
は
小
正
月
、中
元
は

盆
、下
元
は
観
月
と
い
う
ふ

う
に
日
本
の
従
来
の
行
事
と

結
び
つ
い
た
。
す
な
わ
ち
、月

の
運
行
を
中
心
に
考
え
ら
れ

て
い
た
日
中
共
通
の
行
事
が
、

太
陽
暦
の
も
と
で
変
化
し
本

来
の
意
味
が
失
わ
れ
た
。

　

現
代
の
生
活
で
は
月
の
光

は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
夜
道

を
照
ら
し
た
り
、
人
々
の
暮

ら
し
に
必
要
と
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
の
で

意
識
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
暗
闇

を
照
ら
す
と
い
う
有
難
い
、

神
々
し
い
存
在
が
行
事
の
根

本
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

盆
と
正
月

　
「
長
崎
歳
時
記
」に
記
載
さ

れ
て
い
る
行
事
で
、過
半
を

占
め
る
の
が
、正
月
行
事
。

「
若
水
取
り
」か
ら
始
ま
り
、

「
踏
絵
」「
七
日
正
月
」「
小
正

月
」「
鬼
の
骨
」「
節
分
」（
現

在
二
月
）「
西
国
巡
礼
出
立
」

「
二
十
日
恵
美
酒
」
加
え
て
、

「
チ
ャ
ン
メ
ラ
吹
き
」、「
俵

子
売
り
」な
ど
の
風
俗
が
彩

る
。
ま
さ
に
ハ
レ
の
行
事
が

正
月
に
集
中
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
七
月
は
盆
を
中
心

と
し
た
先
祖
供
養
の
諸
行
事

が
目
白
押
し
で
「
施
餓
鬼

会
」
も
加
わ
る
。
特
に
「
精

霊
流
し
」
に
至
っ
て
は
、
準

備
か
ら
本
番
ま
で
が
一
連
の

行
事
と
な
っ
て
い
る
。

　

正
月
、
盆
ど
ち
ら
も
先
祖

の
魂
祭
り
と
し
て
夜
間
に
御

魂
（
正
月
は
年
魂
）
が
帰
宅

す
る
と
い
う
前
提
で
あ
る
。

鏡
餅
や
精
霊
棚
な
ど
の
依
代

が
家
族
と
先
祖
を
繋
い
で
い

る
。「
盆
と
正
月
が
一
緒
に

来
る
」
と
い
う
例
え
は
年
に

二
回
あ
る
相
似
し
た
魂
祭
り

の
賑
や
か
さ
を
形
容
す
る
。

西国巡礼出立『長崎名勝図絵』

長
崎
ら
し
い
行
事

　

長
崎
の
行
事
で
も
っ
と
も

異
彩
を
放
つ
の
が
、
唐
人
屋

敷
と
出
島
、
外
国
人
の
行
事

で
あ
ろ
う
。
唐
人
に
つ
い
て

は
『
清
俗
紀
聞
』
に
見
る
よ

う
に
、
日
本
と
共
通
し
た
行

事
が
多
く
、
そ
の
ま
ま
伝

わ
っ
た
り
、
形
や
主
旨
を
変

え
た
り
し
て
長
崎
の
行
事
や

風
習
と
し
て
定
着
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
人
の
行
事
に
つ

い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
冬
至
、オ
ラ

ン
ダ
正
月
な
ど
と
呼
び
、太
陽

暦
を
も
と
に
し
た
オ
ラ
ン
ダ

人
の
生
活
の
中
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
許
容
し
、意
識
の
高
い

通
詞
や
学
者
が
模
倣
す
る
こ

と
で
、学
問
に
寄
り
そ
う
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
広
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
暦
に
沿
っ
た

長
崎
の
年
中
行
事
は
自
然
の

摂
理
や
海
外
交
流
の
中
で
定

着
し
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。 

第
三
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
二
部
発
表
要
旨

江
戸
時
代
の
長
崎
く
ん
ち

（
２
）
当
人
町

原
田　

博
二

　

江
戸
時
代
の
く
ん
ち
に

は
、
年
番
町
は
な
く
、
当
人

町
が
あ
っ
た
。　

　

当
人
町
に
つ
い
て
は
、
文

政
六
年
（
一
八
二
三
）
の

『
惣
町
明
細
諸
雑
記
』（
長
崎

歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵
）
に

も
「
右
祭
禮
中
惣
町
之
内
八

町
宛
當
人
町
と
唱
へ
年
々
順

番
有
之
九
月
朔
日
ヨ
リ
本
社

并
御
旅
所
ェ
町
役
人
相
詰
諸

事
取
計
申
候
」
と
あ
る
よ
う

に
、
く
ん
ち
の
間
、
諏
訪
神

社
と
御
旅
所
に
詰
め
奉
仕
を

す
る
こ
と
で
は
、
年
番
町
と

同
様
で
あ
る
。

　

し
か
し
、当
人
町
が
年
番

町
と
違
う
の
は
、毎
年
八
か
町

ず
つ
だ
っ
た
こ
と
、さ
ら
に
は

現
在
の
よ
う
に「
踊
町
を
済

ま
せ
て
四
年
後
に
年
番
町
、

年
番
町
を
済
ま
せ
て
三
年
後

に
踊
町
」の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

に
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

と
い
う
の
は
、
例
え
ば
寛

政
九
年（
一
七
九
七
）の
桶
屋

町
乙
名
藤
家
の
『
日
記
』（
長

崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵
）

に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
の
当
人
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町
は
、
今
篭
町
、
諏
訪
町
、

炉
粕
町
、
西
上
町
、
大
黒
町
、

新
町
、
桶
屋
町
、
今
紺
屋
町

の
八
か
町
で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
こ
の
寛
政
九
年

の
当
人
町
を
、
わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
現
在
の
踊
町
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
当
て
は

め
て
み
る
と
、
今
紺
屋
町
、

大
黒
町
、
炉
粕
町
が
北
斗

会
、
桶
屋
町
が
神
清
会
、
新

町（
興
善
町
）が
七
和
会
、
諏

訪
町
が
常
磐
会
、今
籠
町
、西

上
町（
上
町
）が
清
明
会
と
て

ん
で
バ
ラ
バ
ラ
、こ
れ
は
文

政
一
〇
年
も
同
様
で
あ
る
。

　

こ
れ
で
は
、
当
人
町
が
ま

と
ま
っ
て
、
年
番
町
の
よ
う

に
お
下
り
お
上
り
を
取
り
仕

切
る
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず

も
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
当

人
町
は
、年
番
町
と
違
っ
て
そ

の
役
割
は
か
な
り
限
定
的
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
四
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
二
部
発
表
要
旨

近
代
の
長
崎
く
ん
ち
（
２
）

本
踊

大
田　

由
紀

　

明
治
か
ら
大
正
時
代
ま
で

の
本
踊
は
、江
戸
時
代
を
踏

襲
し
、踊
馬
場
に
所
作
台
を

持
ち
込
み
、書
割
を
立
て
、簡

易
の
舞
台
を
作
っ
て
歌
舞
伎

の
さ
わ
り
な
ど
が
演
じ
ら
れ

た
。
演
目
は
前
日
、後
日
で
異

な
り
、立
方（
踊
子
）は
三
人
が

多
か
っ
た
。
早
替
り
や
引
抜

き
、セ
リ
上
げ
な
ど
も
あ
り
、

見
物
人
の
喝
采
を
浴
び
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
昭
和
に
な

る
と
、
大
道
具
は
省
略
さ

れ
、
背
景
は
布
に
描
い
た
幕

に
な
り
、
つ
い
に
舞
台
は
踊

馬
場
か
ら
姿
を
消
し
た
。

　

明
治
中
期
か
ら
昭
和
初
期

ま
で
の
お
よ
そ
四
〇
年
も
の

間
、
本
踊
の
振
付
・
指
導
で

活
躍
し
た
の
が
、
中
村
福
栄

（
本
名
伴
コ
ト
）
で
あ
る
。

　

大
阪
で
歌
舞
伎
役
者
中
村

梅
玉
の
門
下
生
と
な
り
、
女

役
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
長

崎
に
帰
っ
て
か
ら
は
日
舞
の

師
匠
と
な
り
、
く
ん
ち
で
は

歌
舞
伎
仕
込
み
の
意
表
を
つ

い
た
演
出
で
評
判
を
と
っ

た
。
な
か
で
も
石
川
五
右
衛

門
の
宙
吊
り
で
観
客
を
驚
か

せ
た
麹
屋
町
の
「
浜
真
砂
誉

仙
石
」
な
ど
は
後
々
ま
で
語

り
草
に
な
っ
た
。

　

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）

の
く
ん
ち
で
は
八
カ
町
が
本

踊
を
奉
納
し
て
い
る
が
、そ
の

う
ち
六
カ
町
を
中
村
福
栄
が

請
負
っ
て
い
る
。
当
時
、前
日

と
後
日
は
異
な
る
演
目
で
あ

る
か
ら
、一
二
の
演
目
の
振
付

と
指
導
を
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

長
崎
で
の
歌
舞
伎
興
行
は

多
く
、
評
判
に
な
っ
た
演
目

や
演
出
は
す
ぐ
に
く
ん
ち
で

披
露
さ
れ
た
。
そ
の
面
白
み

は
、
観
客
が
歌
舞
伎
を
知
っ

て
い
れ
ば
こ
そ
楽
し
め
た
も

の
で
あ
り
、
見
巧
者
が
育
て

た
の
が
、
く
ん
ち
の
本
踊
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

法
人
会
員
紹
介

株
式
会
社　

森
谷
商
会

本
社　

長
崎
市
平
間
町

一
三
六
一
番
地本社・東長崎支店

　

森
谷
商
会
は
、
昭
和
二
三

年
（
一
九
四
八
）
創
業
以
来
、

様
々
な
建
設
機
械
や
資
材
を

扱
う
総
合
商
社
と
し
て
、
離

島
を
含
む
県
内
一
四
ヶ
所
と

天
草
に
事
業
所
を
展
開
し
、

年
間
一
〇
〇
億
企
業
へ
と
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
販
売
」、「
リ
ー
ス
・
レ

ン
タ
ル
」、「
修
理
」
の
三
本

柱
を
中
心
に
、
国
の
強
靭
化

政
策
・
防
災
・
減
災
の
役
割

を
担
い
、
安
心
安
全
を
願
っ

て
き
ま
し
た
。

　
「
販
売
」
は
、多
彩
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
事
業
の
省
力

化
・
高
度
化
・
シ
ス
テ
ム
化

を
考
慮
し
た
迅
速
な
サ
ポ
ー

ト
を
提
供
し
ま
す
。

　
「
リ
ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
」

は
、
省
力
化
と
効
率
化
を
追

求
し
、
地
球
環
境
を
考
慮
し

た
（
脱
炭
素
）
サ
ポ
ー
ト
を

提
供
し
ま
す
。

　
「
修
理
」は
、
技
術
と
心
で

創
り
出
す
感
動
と
い
う
名
の

付
加
価
値
と
と
も
に
、
優
れ

た
技
術
力
と
危
機
管
理
の
充

実
に
よ
り
、
正
確
な
サ
ポ
ー

ト
を
提
供
し
ま
す
。

取扱商品の重機

　

現
在
、
社
会
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
と
い
う
思

い
も
よ
ら
な
い
試
練
の
真
っ

只
中
に
あ
り
ま
す
。
人
々
は

真
の
豊
か
さ
や
幸
福
と
は
何

か
を
問
う
て
い
ま
す
。

　

森
谷
商
会
は
、
時
代
の
波

に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

企
業
も
時
代
に
適
応
し
再
構

築
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
き
ま
し
た
。

　

機
械
設
備
の
提
供
だ
け
で

は
な
く
、
自
然
環
境
・
都
市

環
境
・
生
活
環
境
を
考
慮
し

た
上
で
、
人
々
の
心
ま
で
も

サ
ポ
ー
ト
す
る
住
み
よ
く
、

満
足
度
の
高
い
「
ま
ち
づ
く

り
」
の
為
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

麴
屋
町「
浜
真
砂
誉
仙
石
」

大正11年の絵葉書（堀田武弘氏蔵）
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「
崎
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島
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